
22.山東町長岡

琴岡山裾出土遺物

山東町長岡の集滋の北東約 500m、券結)11と笑品川

が合流するF付近で阿川にはさまれて東西 500m穏の独

立慨がある.この独立丘陵が繍山と呼ばれ、この

南商裾官事の畑地で多量の土器類の出土を見た。出土地

点i孟弥高111と矢野川必よぴ琴岡山に麟まれた東西、南

北とも 50001程の平地部の北端に位置Eし、丘陵裾の台

地書官に立地するようである.標高約 140mで周回水岡

地帯との比高はほとんど量産がない。

2 
出ゴニした土器類は、灰軍出陶総のlll1、泌、須~君告の索、

摘、瓶、費、夜、長額資、土師総.sIL、杯苦手である。

灰勅隙骨量(1、 2) 1はlll1形品で、高さ 6mm、

径 7.4cmの低い高台を持つ。断商1:1長方形に近いが、

端部に商取りが無〈、丸味を持つ。内而11ナデていて

後を取リ、タタミイ寸きとなっている. 21i峨形品で、

肌のi't台に近似したものを持つ。高さ1.10mと高〈、

わずかに外方へ聞く。 1、2ともに灰白色め色宮崎を塁

し、胎土t立精良である。

須愈緑 (3-13) 3-51孟輩で、完形品Iまない

が、いずれも同形式のものと忠、われる。 3には円板状

のツマミがつく. 4は天井部が水平で、ロ縁部l孟2段

に腐lItlする. 3、4ともに天井部外衝にへラ切り伎を

残し、朱欄童話であるo 5は2段に服曲したロ綾部に

端部lま小さく、下方に三角形状につまみ出した程度の

ものが付<. 

岐には潟台を持つA類 (6-8) と持たない B鎖(

9 -11)とがるる。 A類では、 6が端部の商取ワカ<!限

3mm程と狭〈、綾も甘い。 7は端部に商取りが見られ、

外方へl渇<. 8は端部が内外にIJ巴厚し、虫歯茄がわずか

に凹む!. 

8事廷では、 9がロ綾部後llcm、高さ 2.9cmと小形品

である。ロ綾部はわずかに外反し、端部を丸〈おさめ

ている.底部との境界iま丸味を持たせている。 1O、11

li全体の形状は明らかでないが、外綾部にへラ切り1.&

を強し未調書在である。

131よ磁の底部であろう。底部とイ本部との境界に殺を

取り、休部の開きは小さい.

121.t恨の底部で、体部l付L味を』寄って開〈。高台は
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( I .すも塚古境 2.菅江鶏跡 3.琴向山遺跡)

廊平て・低〈、端部でわずかに肥厚している.立総面は丸い。

ゴ二師器 (14、15) ともに.sIL形品で、 141ま口縁部

の上半でわずかに外反させている。 151ま厚mえがあり、

ロ綾部外而に凹凸を見る。

3 
以上が学岡山遺跡の出土品であるが、灰利陶器1Fは荷

台に商取りがな〈、内面の湾出もほとんどみられない。

休部の形態は明1僚でないが、およそ熱笹90号紫式IIIに

相当しよう.須!!l.若葉のまiilま爾:qtなつまみと極端に 2段

に屈曲させた口総省ISに特徴を持つ.また、口総端にわ

ずかにつまみ出した程度で、少なくとも、黒笹78号紫

式 (2)をさかのぼり得ないであろう .J宛A鎖には 3翁iの

~台を見るが、 61;1: 10世紀末-lli!!:紀初頭に比定され

ている長岡京跡SK03(却に類品がある。 7、81ま6よリ

古式で、長岡京時代の遺物を出土した長岡京跡SD51(41 

に額品があるが、;匂台が罰百平で低〈、時期的にはやや

下るものであろう.瓶むその荷台の形態はま沌の 8に近

い。このように、努問山遺跡、1;1平安時代、特{こ後期の

遺物を中心に出土している。当巡跡112河I11と1.6:俊

に閤まれた 500m凶方程の狭い平島l!の北虫歯に依波して

いる。このf!f1"近li泊1I!)l1、弥陀川、天野川が集結して

いて、夫fT'JI I本流となるが、琴間山の山~によって、

泊A..~f，協商河川は琴問山の西側を流れ、天野)1 1 1ま等

間山で流れを衛にかえており、当遺跡の所在する塁手岡

山南方{主、いわゆる、パックマーシA 的な条件下にあ

る.また、条.mltiiJによる地割りが存在しない。こうし
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た地理的な環境
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と思われるが、
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関盗概報J1976、京都府数字干委貝会、昭和51年)。

23.山東町すも塚
古墳の出土遺物

すも塚古境l立、山東町大字野一色の上塚(前方後円

境) ・中塚(内抗)の前古境が所在する舌状丘陵の裾

苦~台地に布いて、明治45年の同字西元寺本金改1貨のた

めの土取り工務中に発見されたものである.その時1二、

縦穴式石室の石材とともに多量の遺物の出土をみてい

るが、これらは fJ.反問羽I~志」に紹介されたのみで、そ

の後資料化されたことがなかった.最近、福岡滋男氏

によるこれらの災測図iニ接する機会があり、 ζ こに拠

示することとした.

2 
すも塚古事官の出土品は、須]怒号号、武器、 4主身具、馬

具類であって、ここに掲載しないものむあるが、それ

らについては後日に期したい.

須!.tJ:苦符頂では、後紙Z、議杯11、高杯2、横狐 lが

記録されている.このうち杯身には3形式のものが見

られるo 1 1ま口縁部の径lO.4cmとやや小型で、口綾部

の立ちよりも非'政に小さく、受部の高さにほとんど近

くなっている。湖北地方の後期IJiぢ績の編年(1)では、長

浜市占続出2号績に近いo 2と3は口総都径]2-12.5

cm、若雲南 3.7-4.4omと口径に対し廊平で、ロ綾部i立

短かく、内傾している。底郊のへラ拘1)りも組維で、余

呉町上ノ山 1号績に相当する. 41:1:口紋部径11.2cmに

対し、株高 4.9cme底部に丸味があって比絞的深い.

ロ綾部は内傾しているが比較的長い。近江町最牢議古

tJ't1こ近似している. 5 の~についても、夫弁脊IS とロ総

郁との境界が明日庇でなく、わずかに端部を周折させて

区別している緩j変であり、武牛塚古噴出土のものにま頁

品がある.このように、杯類では 6世紀後半の後議か

ら7世紀初頭の問で三形式が見られ、 他の須忠告器類に

ついてもこの期間に含まれる。.，u 

武器ではi(;i刀、師、織が出土しているが、ここでは

t~lと織を紹介しておく。鍔は鉄製倒卵形のもので、復

係数9備の方形透守しがあけられている.外形、透孔は

打抜き後に研隠しているようである。織は議長りが見

られ、鈴につづいて機能rr前長方形の彬状膏sがつき、さ

らに下方に峯がつ〈。釜部には木賞部が池存し、免に

挿入されていた様子がうかがえる.

装身具.(こは君11M:に記餓さ l1.た銀潔の他に金様、グラ

ス製小玉がある.銭環は長径 3.5cm、短径 3.3cm、金

王誌は長後 3.5cm、短径 3.1cmとはぽ円形で、太さはと

もに O.9cmと太い.ガラス小玉はライトブルーの色青島j

を持つ.

馬主主については、郡誌には鎖付欽呉、議、皆があげ

られている。このうち、鎖イ寸絞具は銭鎖の可能性があ

る。轡は鉄製段状の鏡板めつく簡紫なものである。務

1:1:二巡またで事|手ととらに、 E誌で鏡板に取リイ寸けられて

いる。轡は、いわゆる第四期l討に多〈出土する形式の

ものである。

3 
以上が、すも級官噴出土のl;{IJ葬品の一部て'あるが、

必よそ 6世紀後半後業から 7世紀初頭にかけて使用さ

れた抜穴式石室を持つ合績であったことは、出土泌物

から明らかであろう。湖北地方において、 E馬兵類を出

土した古績としては、余呉町上JWl号 ・木之本町薬

谷 ・同町狐塚 ・浅井町今庄 ・長浜市岩町 ・関市大門 ・

米原町;fj?~3山 ・ 同町耳谷 ・近江町塚の越 ・向i町山涼ll<<

神社主:ど符古t貨が知られている;3}すら綴古絞出土のむ

のは、上ノ山 l号 ・粟谷 ・石ma山等の古墳に近い形式

である.また、中山 ・布勢 ・鰭m山}号 .~々牛塚古m

等、馬具.の刑事事のみられない古績が長浜平野街宣舗に集

中しているが、これらとの対比1:1:今後の課題であろう.
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(文章f 問中勝弘実郡IJ医i縫{共術開澄男

トレース 坂口勝彦)

注(1畑中勝弘『湖北地方の後期古坑の編年一段i/.i:の爾

後例を中心にーJ (r近江地方史研究』第3号、昭
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24.山東町菅江窯跡

出土の須恵器

• L 

当i4'事11、板mms山東町大字if江に所在し、現在の

菅江集f喜と1;・;fk丘般をはさんだ南側の谷奥徳に立地す

る.すでに周知された遺跡であるが、その災nについ

ては必ずしも明瞭でなかった.ここに紹介する資料li

地元の方の保取になる心のであるが、ち遺踏の性格の

-~績を示すものであろう . t定取品に11、須恵総の端、

富語、灘、土山|川ょの小)T~が弘られるが、ここでは、図

示し~~るもののみを紹介しておく.

2 
;腕にi志向ftを持つもの(2・4・5)と持たないも

の(1・3)とがある.Ilirr.のうち 211口綾部の破片

で、 U縁部11免iかく、政線的にのびて開<.繍舗は丸

< i.上よげている.応部との境界lま)t，PA-があって、後を

取らないようである. 4・511底部片である.ともに

ロ.~との洩界1ニヘラ削リ僚が惚められ、技会持つ.

~t;l.t 、 4 が2書官事でæJ11し、価取りがなされている。

51i逆台形状の縦断前形を持つが、 ~Slま丸〈仕上げ

られている.ともに低〈、外方への際んI~ リもさほど

強くない.後%では、 iが、ロ綾部が匂か〈、聞きが

大きも、.また、 IJ緑地郁で外反し、)L(仕上げている.

311、t);おから口除菌Eへ大島〈鴎訴して移行するが、

外商唆界~の健l1' tt <、 )L，~がある.以上の嶋奴11、

いずれも飴土に砂殺を含み、焼成11良好である.色調
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4 

11、1-3が緩灰色、 4・5が淡灰色を旦している.

ii'こは、 U級官事に制的の~められるもの(6・8)と

1沼山しないもの(7・9・10)とが丸られるが、ロ縁r.;a
aの形態に関しては、川ずれも、繍断Wii!三角形状に

健か〈、 Illl~砲につまみ出している.また、その外面

の胞折部や~msの後11鋭〈な〈、やや甘い.天井郎が低

〈、周平でめる点も共通している 6・8の口怜郁の屈

曲はゆるやかで、天井msとの境界はまだ明瞭でなも、. 6 

の天井節外l而にはヘラ切，)t{が観る.7・9. 10ではヘ

ラ切り後のナデ鐙形書道が見られる. 9に1;1.中向の蔚平

なつまみが付<.1i~I1、いずれも飴~tに砂主主合会み、

灰色の色調を虫していて、焼成11良好で磯慣である.

3 
以上が、縁取品中の図示し1!;1.'ものでめるが、この

うち、議については、;fL級官跡S0485に比べて、ロ紋

端部の後がttくなってJ;1) ，析しい裂議会持つようで

ある.J砲については、その向台i-持つもの1':'J;いて、

短か〈、外ゐへの路んI~'J が潟〈、やはり、 'TL~ま宮跡

SD485に比べて新しい.むしろ、 11L城宮跡SK219に近

似したものを見る.従って、当遺跡出土品lis.語良時代

後・ドのものと」号えられる.

当遺跡Ii、スサ入リの紡:土沈がfドmしていて、須jy'

袋織であるよとは明らかであるが、機体偽造、数量当事

については、まだ明書置にされておらず、今後の調査を

待たねばならない.しかし、必ilJ事の所。:する山東町

内においてむ'f!ヵ所の郷怒総煎跡IJlp宣飽きれて必')、

当地域における奴怒号~!tl!t上のー資斜をtt示し1!~るも

のであろう.

(文武凶小勝弘、災訟'I図 林 純)
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